
紹

介

囎
南
朝
の
研
究

中
村
直
勝
著

、
本
書
は
著
者
が
南
朝
に
関
し
て
研
究
登
表
さ
れ
た
論
文
十
六
篇

を
補
訂
修
正
し
新
た
に
一
，
後
醍
醐
天
皇
し
「
楠
木
正
成
」
「
南
朝
ミ

黒
蓋
寺
」
の
三
篇
を
加
へ
て
｝
部
ミ
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
丙

既
に
嚢
表
さ
れ
た
も
の
に
就
て
は
姑
く
之
を
措
き
、
他
の
三
篇
に

就
て
見
る
に
「
後
醍
醐
天
皇
」
に
於
て
は
、
花
園
院
暗
記
を
舞
し
て

天
皇
が
時
の
春
宮
に
お
は
し
た
、
後
醍
醐
天
皇
に
煩
蹉
を
呈
し
て

居
ら
れ
る
よ
り
見
て
後
醍
醐
天
皇
の
御
聖
徳
が
如
何
に
贋
大
無
邊

で
あ
っ
た
か
黛
知
ら
れ
る
．
、
鷹
野
記
に
元
弘
建
武
中
興
を
、
公
家

一
統
政
道
§
言
っ
て
居
る
が
そ
の
公
家
三
は
武
家
に
勤
す
る
詞
で

は
な
く
、
天
皇
の
親
政
の
意
で
あ
る
、
天
皇
は
輩
に
北
條
の
幕
麿

を
討
伐
す
る
事
が
御
理
想
で
は
な
く
、
叉
武
家
政
府
窄
艦
を
拒
否

す
る
事
で
も
な
い
，
更
に
進
ん
で
院
政
を
も
停
め
撮
關
を
も
慶
す

る
の
で
あ
っ
た
、
又
建
武
中
興
は
旨
々
に
守
護
が
あ
る
政
治
組
織

を
排
し
、
重
恩
制
度
を
復
興
す
る
事
で
あ
っ
た
ミ
い
ふ
事
よ
り
天

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
紹
　
　
　
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

皇
の
経
濟
政
策
、
御
墨
問
に
就
て
述
べ
、
其
の
御
學
問
の
傾
向
は
囁

支
那
の
鵜
絆
よ
り
芳
し
支
那
文
明
よ
り
濁
立
し
や
う
ミ
す
る
の
で

あ
っ
た
一
こ
潜
き
、
「
南
朝
ミ
金
剛
寺
」
で
は
金
捌
寺
哨
こ
八
條
院
及
び

八
條
院
領
ε
の
間
に
或
る
種
の
關
係
が
あ
り
叉
同
寺
ミ
和
田
氏
ぐ
」

の
間
に
も
鵬
係
が
あ
っ
記
事
よ
り
其
の
八
影
乾
領
を
傳
領
さ
れ
た

後
醍
醐
天
皇
に
味
方
し
奉
っ
た
事
は
冷
然
で
あ
る
ミ
蓮
べ
。
次
に
．

同
寺
所
藏
の
秘
抄
の
最
恵
奥
書
を
剣
記
し
て
是
等
は
何
れ
も
南
朝

に
卜
す
る
事
柄
で
此
時
代
の
一
般
世
相
は
勿
論
、
幾
多
の
新
史
實

嚢
見
の
端
緒
ミ
な
る
も
の
で
あ
る
ミ
て
夫
等
の
記
事
に
就
て
遽

、
べ
、
「
楠
木
正
成
」
で
は
天
皇
が
愈
氏
義
貞
正
成
等
に
駐
屯
を
賜
は

つ
た
そ
の
配
置
に
は
深
い
思
召
が
あ
っ
た
の
で
、
正
成
に
搬
河
泉

を
賜
は
つ
た
の
も
夫
が
彼
の
本
國
及
び
隣
國
で
あ
っ
た
か
ら
の
み

で
は
な
い
、
元
三
瀬
戸
内
漁
の
制
海
権
を
握
る
事
は
↓
京
師
の
領

有
を
意
喋
す
る
事
で
み
っ
て
、
襯
河
泉
は
瀬
戸
内
海
を
要
約
す
る

も
の
で
あ
り
甚
だ
重
要
な
土
地
で
あ
る
。
之
を
正
成
に
守
護
せ
し

め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
恩
賞
が
不
公
聴
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
¶
こ
論
じ
、
次
に
正
成
の
筆
蹟
に
穿
て
述
べ
、
夫
が
南
朝
中

心
の
入
々
の
そ
れ
S
少
し
も
鍵
ら
す
、
殊
に
後
醍
醐
天
皇
や
護
良

　
　
　
　
　
　
　
第
、
四
瀞
卿
　
　
　
輔
訂
…
五
　
　
　
（
山
ハ
七
三
）
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親
王
の
夫
ε
比
肩
す
る
に
足
る
程
の
氣
カ
ミ
紳
品
ミ
を
有
す
る
鮎

よ
り
擬
て
正
成
は
像
程
の
學
考
で
あ
り
、
其
の
墨
問
は
後
酔
醐
天

皇
ε
同
じ
系
統
の
も
の
で
宋
墨
で
あ
っ
た
。
天
皇
の
御
筆
蹟
に
は

二
つ
の
流
派
が
あ
っ
た
中
の
一
つ
は
護
良
親
王
、
、
顯
家
等
の
派
に

厩
す
る
認
る
師
匠
の
そ
れ
で
あ
．
ら
う
。
そ
の
師
匠
が
叉
正
成
を
訓

育
し
た
碩
儒
で
あ
っ
た
ミ
推
量
す
る
ε
云
ひ
、
更
に
彼
の
墨
問
に

就
て
述
べ
て
早
く
よ
り
學
問
の
關
係
を
以
て
天
皇
ミ
正
成
亡
は
相

策
計
寵
す
る
所
が
あ
っ
九
か
も
知
れ
ぬ
ぐ
」
説
き
、
巽
町
彼
の
作
戦

書
等
に
も
論
及
し
て
あ
る
。
そ
れ
ら
の
所
動
及
び
其
他
の
諸
篇
、
何

れ
も
明
徹
累
差
な
る
喫
眼
を
以
て
，
史
料
の
深
・
奥
に
秘
せ
ら
れ
た

る
史
實
を
探
求
研
即
し
て
あ
る
の
は
影
野
の
諸
説
の
不
備
や
誤
謬

を
補
正
す
る
も
の
が
多
く
、
・
學
界
の
爲
め
貢
献
す
る
ミ
こ
ろ
が
紗

少
で
な
い
。
蓋
し
南
北
朝
史
研
究
者
の
必
讃
す
べ
き
好
著
で
あ
る
。

（
菊
版
四
九
五
頁
、
皆
野
五
十
鯨
、
京
都
星
野
書
店
獲
行
、
檀
五

・
五
〇
）
霧
野
∪

　
　
⑳
大
日
本
史
料
聯
古
調
　
　
　
史
料
編
纂
掛
編
纂

　
昨
年
の
暮
、
第
五
編
之
迄
（
後
堀
河
天
皇
寛
喜
二
年
の
末
か
ら

翌
三
年
十
月
迄
）
を
漏
し
た
大
臼
本
史
料
は
本
年
に
入
っ
て
第
八

　
　
　
　
　
　
　
、
、
同
量
四
號
　
　
　
囁
憎
五
由
ハ
　
　
　
（
晶
ハ
七
四
）

編
之
十
二
を
褒
行
し
た
。
本
書
に
盗
む
る
S
こ
ろ
は
後
土
御
門
天

皇
文
明
十
二
年
正
月
か
ら
翌
十
三
年
正
月
（
十
八
日
）
迄
一
箇
年
ば

か
り
の
史
料
で
あ
る
．
此
期
闇
は
慮
仁
文
明
器
後
の
瘡
擁
が
爾
，
ほ

癒
え
な
い
で
、
御
料
所
や
領
地
の
秘
入
が
上
ら
ぬ
認
め
に
、
公
卿

も
女
官
も
出
仕
し
兼
ね
る
も
の
が
多
く
、
・
從
っ
て
飾
會
が
行
は
れ

な
か
っ
た
が
、
幕
府
に
於
て
も
義
政
ぐ
」
富
子
夫
妻
、
、
義
政
S
義
爾

父
子
の
間
が
急
調
を
禦
い
で
、
義
政
は
謎
謎
す
る
ミ
い
ひ
、
義
爾
は

誠
幽
す
る
ε
騒
ぐ
杯
の
承
諾
暴
露
が
あ
砂
、
地
方
に
も
越
前
の
甲

・
斐
、
朝
倉
の
取
合
を
始
め
ぐ
乙
て
，
到
る
発
起
小
競
合
の
絶
聞
が

な
か
っ
た
が
、
成
氏
は
細
川
政
元
を
通
じ
て
都
鄙
の
和
睦
を
臨
っ

て
居
る
。
・
公
卿
で
は
矢
張
酒
家
の
元
老
こ
し
て
の
粂
良
、
騨
典
の

話
調
・
こ
し
て
の
天
心
が
光
っ
て
居
る
。
蘭
者
が
諸
軍
の
諮
謁
に
封

し
て
樵
談
治
要
を
贈
っ
た
の
も
後
者
が
日
本
紀
の
紳
秘
御
傳
授
Φ

爲
め
精
に
從
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
も
皆
此
期
間
の
出
來
事
で
あ

っ
た
。
武
入
で
詩
人
を
兼
ね
た
持
是
院
妙
椿
は
残
し
た
が
、
癒
仁

文
明
の
胤
に
鯨
り
に
利
け
も
の
で
あ
っ
た
爲
め
に
一
部
の
人
士
の
・

檎
惑
か
ら
其
許
が
嗣
旛
さ
れ
て
る
る
の
も
、
な
か
ノ
～
に
憐
れ
を

払
え
る
。
同
じ
美
濃
の
束
常
線
は
上
洛
し
て
關
自
や
將
軍
に
歌
道


